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平成１９年３月期　中間業績レビュー

１．業績概要

■売上高

　２，０７２百万円（前年同期比　　７．２％増）

■売上総利益

　　　２６２百万円（前年同期比　　１．１％増）

■経常利益

　　　　４０百万円（前年同期比　２３．７％減）

売上高は順調に推移し前年同期比７．２％増となりましたが、ユーザ企業
の原価意識の厳しさから、売上総利益は同１．１％増にとどまりました。　
また、採用コスト増等により、経常利益は同２３．７％減となりました。



２．事業別業績

単位：百万円

（前年同期比）

ソフトウェア開発 入力データ作成 受託計算

売上高
１，８８６
（７．２％増）

１２６
（０．７％増）

５９
（２６．３％増）

売上総利益
２５３

（２．５％減）
２

（３百万円の損失）

７
（１３４．６％増）

・ソフトウェア開発は、旺盛な需要を取り込み増収となりましたが、ユーザ企業の
原価意識の厳しさから、減益となりました。
・入力データ作成は原価削減効果で黒字化が達成できました。
・受託計算はＷＥＢサイト構築までの一括受託効果で増収、増益となりました。



３．貸借対照表
単位：百万円（前年同期）

（資産の部）

Ⅰ．流動資産
２，５８１　（２，７５０）

Ⅱ．固定資産
１，１０１　（１，１７０）

資産合計

３，６８２　（３，９２０）

（負債の部）
Ⅰ．流動負債
４８４（４７１）

Ⅱ．固定負債
１，１７０　（１，３８４）

負債合計

１，６５４　（１，８５５）

（純資産の部）

Ⅰ．株主資本
２，１８３　（２，２２０）

Ⅱ．評価・換算差額等
△１５５　（△１５５）

純資産合計

２，０２８　（２，０６５）

＊比較のため、前年同期も新会社法指定表記に集計、表記しています。

　決算短信には両表記を掲載しております。

・流動比率は５００％以上の安全性を維持。
・常に自己資本比率５０％以上を維持。



平成１９年３月期の業績見通し

４．市場の動向と当社の対応

ＩＴ市場は、巡航速度
で成長を持続

厳しさを増す
ＱＣＤへの顧客要求

ソフトウェア技術者
の慢性的不足

ＩＴＳＳの
全社導入

ＰＭＯ／ＰＭＲ
ＩＳＯ９００１

技術者確保

選択と集中 得意分野を選定し、利益率の高い
分野、顧客へ資源をシフト。

ＰＭＯ（Project Management Office）を設置、
重要プロジェクトを中心にPMR（Project

management Review)を実施。ISO9001準拠。

ITSS（IT Skill Standard)を導入、社員個々
のSkill　Mapを押さえた上で育成計画を
実施、質・量両面から人材育成を図る。

新卒採用強化、協力企業との連携強化で、
グループとしての開発力増強を図る。

個人情報保護法→プライバシーマーク取得済み。
金融商品取引法（日本版ＳＯＸ法）→内部統
制委員会を設置し活動を開始。
その他、派遣法、新会社法等々。

企業の社会的使命 法令遵守



５．業績見通し

百万円

売上高

経常利益

平成１８年３月期
実績

平成１９年３月期
見通し

４，３２４
４，５００
（４．０％増）

２０５
２３０

（１２．２％増）

今上半期中の大規模受注案件が収益面に貢献するのは主に来期以降となりますが、
年度内に完成、売上が見込まれる受注残の積上げ状況から売上は順調に推移する
ものと予想しております。一方利益面では、今期の新卒採用者の本格的稼動が見込
めること等から、当初計画通り達成可能と予想しており、増収・増益を見込んでいま
す。


